
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０６ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「MOUSA２」 （教育芸術社） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・演奏の授業では、歌唱(独唱・合唱)、器楽(ギター・キーボード・ハンドベル・トーンチャイム)

の分野で、様々な音楽体験を行います。たくさんのジャンルにチャレンジして、音楽を一生楽し

めるような技能を身に付けましょう。 

・創作の授業では、自分の作品を発表したり、作品について互いに意見を交換したりする機会を設

けています。音楽を通してプレゼンテーションの力を身に付けましょう。 

・鑑賞の授業では、聴くだけではなく音楽の構造や文化的・歴史的背景などについても学びます。

広い視野を持って音楽的な見方・考え方を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 音楽Ⅰの基礎の上に、幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の

音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成する。 

１ 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解すると

ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

２ 自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを

自ら味わって聴くことができるようにする 

３ 主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと

もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしてい

く態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・曲想と音楽の構造や文化

的・歴史的背景などとの

関わり及び音楽の多様性

について理解している。

(知識)    

・創意工夫を生かした音楽

表現をするために必要な

技能を身に付け、歌唱・

器楽・創作で表している。

(技能) 

音楽を形づくっている要素や

要素同士の関連を知覚し、そ

れらの働きを感受しながら、

知覚したことと感受したこと

との関わりについて考え、自

己のイメージをもってどのよ

うに表すかについて表現意図

をもったり、音楽を評価しな

がらよさや美しさを自ら味わ

って聴いたりしている。 

主体的・協働的に表現(歌唱・

器楽)及び鑑賞、創作の学習に

取り組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学 

期 

          

歌

唱 

・ 

発

声

法 

 

 

 

 

 

 

器

楽 

・

基

本 

奏

法 

 

 

  

 

 

 

鑑

賞

・ 

ク

ラ

シ

ッ

ク 

発声の基本・Alleluja 

校歌 

東京 VICTORY 

ハナミズキ 

浜辺の歌 

上を向いて歩こう 

 

 

 

 

 

 

糸 

ギター 

キーボード 

 

 

 

 

 

E―ＴＥＮ―ＲＡＫＵ 

 

 

 

 

バレエ「白鳥の湖」 

チャイコフスキー 

a:無理のない発声をするための

喉の開け方、身体の使い方等の技

能を身に付け、歌唱で表してい

る。 

b:楽曲にふさわしい発声方法を

工夫し、どのように歌うかについ

て表現意図をもっている。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞との

関わりに関心をもち、主体的・協

働的に歌唱の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

a:自然な奏法・身体の使い方など

の技能を身に付けている。 

ｂ：音色・リズム・速度・旋律・テクス

チュア・強弱・形式・構成を知覚し、

それらの働きを感受しながら、知覚

したこと、感受したこととの関わりに

ついて考え、どのように演奏するか

について、表現意図をもっている。 

c:曲想とギター等の音色や奏法と

の関わりに関心をもち、主体的、協

働的に器楽の学習活動に取り組も

うとしている。 

 

a：曲想や表現上の効果と音楽の構

造との関わり、及び音楽の特徴と文

化的・歴史的背景、他の芸術との

関わりについて理解している。 

b:音色・リズム・速度・旋律・テクスチ

ュア・強弱・形式・構成を知覚し、そ

れらの働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関わりにつ

いて考えるとともに、曲や演奏に対

する評価とその根拠について考

え、音楽のよさや美しさを自ら味わ

って聴いている。 

c：曲想や表現上の効果と音楽の構

造との関わり、及び音楽の特徴と文

化的・歴史的背景、他の芸術との

関わりに関心をもち、主体的・協働

観察 

聴取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

聴取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習プリ

ント 

観察 

聴取 

学習プリ

ント 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

聴取 

学習プリ

ント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

学習プリ

ント 

 

観察 

課題進度

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

課題進度

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

課題進度

状況 
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的に鑑賞の学習活動に取り組もうと

している。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ 

学 

期 

歌
唱
・発
音 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

器
楽
・表
現 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鑑
賞
・日
本
音
楽
・民
族
音
楽 

    

器
楽
・合
奏 

          

夏は来ぬ 

Funiculi―funicula 

Nel cor piu non mi sento 

夢のあとに 

シェリー 

涙そうそう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギター「愛のロマンス」 

キーボード(調号のある楽曲) 

ハンドベル「人生のメリーゴー

ランド」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界と日本の諸民族の音楽 

琵琶楽 薩摩琵琶「川中島」 

歌舞伎「京鹿子娘道成寺」 

 

モンゴルの民族舞踊 

タイの古典舞踊 

バリ島のケチャ 

チャールダーシュ 

フラメンコ 

フラ 等 

a：日本歌曲・イタリア歌曲にお

ける歌唱表現をするために必要

な曲にふさわしい発声・言葉の発

音・身体の使い方などの技能を身

につけ、歌唱で表している。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、どの

ように歌うかについて表現意図

をもっている。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞、文化

的背景との関わりに関心をもち、

主体的・協働的に歌唱の学習活動

に取り組もうとしている。 

 

a:創意工夫を生かした器楽表現

をするために必要な、曲にふさわ

しい奏法・身体の使い方などの技

能を身に付け、器楽で表してい

る。 

b:音色・リズム・速度・旋律・テ

クスチュア・強弱・形式・構成を

知覚し、演奏の仕方について表現

意図をもっている。 

c：曲想と楽器の音色・奏法との

関わりに関心をもち、主体的・協

働的に器楽の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

a:世界各地や日本の音楽の特徴

と文化的・歴史的背景との関わり

について理解している。 

b:音色・リズム・速度・旋律・テ

クスチュア・強弱・形式・構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考えると

ともに、音楽表現の共通性や固有

性について考え、音楽のよさや美

しさを自ら味わって聴いている。 

c:世界各地や日本の音楽の特徴

と文化的・歴史的背景との関わ

り、及び音楽表現の共通性や固有

性に関心をもち、主体的・協働的

に鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。 

 

観察 

聴取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

聴取 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習プリ

ント 

 

観察 

聴取 

学習プリ

ント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

聴取 

学習プリ

ント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

学習プリ

ント 

 

観察 

課題進度

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

課題進度

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

課題進度

状況 
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創
作
・メ
ロ
デ
ィ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「コード進行をもとにメロディー

をつくろう」 

「コード・ネーム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:音を連ねたり重ねたりしたと

きの響き、音階や音型などの特徴

及び構成上の特徴について、表し

たいイメージと関わらせて理解

している。 

b:音色・リズム・速度・旋律・テ

クスチュア、構成を知覚し、それ

らの働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関わ

りについて考え、どのように音楽

をつくるかについて表現意図を

もっている。 

c:音を連ねたり重ねたりしたと

きの響き、音階や音型などの特徴

及び構成上の特徴に関心をもち、

主体的・協働的に創作の学習活動

に取り組もうとしている。 

 

学習プリ

ント 

聴取 

学習プリ

ント 

 

観察 

課題進度

状況 

３ 

学 

期 

歌
唱(

合
唱)

・表
現 

はなさくら 

秋のあじさい 

幼き日のアルバム 

夢やぶれて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:曲想と音楽の構造や歌詞、文化

的・歴史的背景との関わりについ

て理解している。 

b:音色・リズム・速度・旋律・テ

クスチュア・強弱・形式・構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、どの

ように歌うかについて表現意図

をもっている。 

c:曲想と音楽の構造や歌詞、文化

的・歴史的背景との関わり、合唱

表現の特徴、及び各パートや指揮

者の役割に関心をもち、主体的・

協働的に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。            

観察 

聴取 

観察 

聴取 

学習プリ

ント 

観察 

課題進度

状況 



 

※令和４年度以降入学生用 

器
楽
・合
奏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
が
国
の
伝
統
楽
器
と
歌
唱 

                 

「斎太郎節」 

「tears in heaven」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長唄≪越後獅子≫から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:創意工夫を生かした器楽表現

をするために必要な、他者との調

和を意識して演奏する技能、及び

器楽アンサンブルの表現形態の

特徴を生かして演奏する技能を

身に付け、器楽で表している。 

b:音色、リズム、速度、旋律、テ

クスチュア、強弱、形式、構成を

知覚し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え、どの

ように演奏するかについて表現

意図をもっている。 

c:曲想と楽器の音色や奏法との

関わり、及び他者との調和や表現

形態の特徴を生かして演奏する

ことに関心をもち、主体的・協働

的に器楽の学習活動に取り組も

うとしている。 

a：三味線の基本的な知識を習得

している。 

b:日本の音楽特有の楽譜だけで

は伝えきれない音や速度等微妙

なニュアンスを唱歌によって表

し、人による違いのよさを味わい

ながら歌唱で表現できる。 

ｃ：主体的に歌唱練習に取り組も

うとしている。 

 

 

観察 

聴取  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント 

聴取     

観察 

聴取 

学習プリ

ント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

聴取 

観察 

課題進度

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

課題進度

状況 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


